
▼
２
年
生
が
見
学
旅
行（
10
月
16
日
～
19
日
）

ど
の
世
代
で
も
、
高
校
生
活
の
一
番
の
思

い
出
に
挙
げ
る
の
が
「
見
学
旅
行
」
で
す
。

厚
真
高
校
は
今
年
、
定
番
の
大
阪
・
京
都
・

奈
良
と
関
西
方
面
を
予
定
通
り
巡
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

▼
１
年
生
の
苫
東
視
察
見
学
会（
10
月
19
日
）

北
海
道
経
済
部
産
業
振
興
局
の
協
力
で
、

苫
小
牧
市
内
の
２
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
企
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
の
が

目
的
で
す
。
光
生
ア
ル
ミ
北
海
道
㈱
と
㈱
Ｊ

フ
ァ
ー
ム
苫
小
牧
工
場
を
訪
問
し
、
も
の
づ

く
り
企
業
の
製
造
現
場
を
通
し
て
、
そ
の
魅

力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
１
年
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
10
月
21
日
）

胆
振
地
域
林
業
担
い
手
確
保
推
進
協
議
会

の
協
力
で
、
町
内
外
で
林
業
に
触
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
町
内
の
被
災
森
林
と
植
栽
現
場
を

見
学
し
、
苫
小
牧
市
の
製
材
業
ヨ
シ
ダ
の
製

材
工
場
を
訪
問
。
同
市
丸
山
の
国
有
林
に
移

動
後
、
特
殊
な
重
機
で
枝
打
ち
を
体
験
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
一
連
の
作
業
を
通
し

て
林
業
の
魅
力
を
知
り
ま
し
た
。
進
路
選
択

の
１
つ
と
し
て
ほ
し
い
で
す
。

▼
防
災
教
室
（
10
月
28
日
）

厚
真
町
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
防
災
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。
午
前
は
厚
幌
ダ
ム
の
巡

検
を
行
い
、
午
後
は
避
難
所
運
営
を
体
験
し

ま
し
た
。
災
害
に
遭
遇
し
た
際
の
対
処
法
お

よ
び
災
害
支
援
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
災

害
時
に
周
り
の
人
を
「
支
え
る
」「
助
け
る
」

力
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

▼
２
年
生
の
職
場
体
験
学
習

（
11
月
１
日
、
２
日
、
４
日
）

働
く
喜
び
や
厳
し
さ
、
自
身
の
能
力
や
適

性
を
知
る
た
め
に
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
地
域
社
会
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
職

業
観
や
勤
労
観
を
育
成
し
、
地
元
企
業
を
理

解
し
ま
し
た
。
町
内
訪
問
先
は
、
厚
真
町
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
図
書
室
、
こ
ど
も
園
つ

み
き
、
有
限
会
社
蔵
重
自
工
、
㈱
た
の
し
い
、

こ
ぶ
し
の
湯
あ
つ
ま
、
と
ま
こ
ま
い
広
域
農

業
協
同
組
合
、
理
容
ぼ
ん
。
ご
指
導
と
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Vol.276
学校の取り組みは
ホームページでも！

　　「よりみち学舎」は、
厚真高校と地域が連携し
ながら放課後を利用して
生徒が自ら目標を発見し、
挑戦する公営塾です。

おにぎりで世界を救う。このうたい文句で始まったのが、
おにぎりプロジェクトです。よりみち学舎では、自らテー
マを決めて活動する「プロジェクト」に取り組んでおり、

今回は、外部の団体が主催する「おにぎりアクション」に参加しました。これは、Ｓ
ＮＳにおにぎりの写真を投稿すると協賛企業から発展途上国の子どもたちに給食が寄
付されるという活動です。
厚高生たちが取り組んだのは、オリジナルおにぎりの考案と販売、町の方へのおに
ぎりアクションの周知です。試作を重ねてうまれた厚高生オリジナルおにぎりは、ま
ちなか交流館「しゃべーる」の協力で商品化され、町文化祭で販売しました。販売開
始から１時間足らずで売り切れてしまい、「来年はもっとたくさん売りたい」と、生
徒の充実感に満ちた表情を見ることができました。「急に人が来たので」といってチ
ラシを配れずにいた生徒も、最初の一枚を配ることができると、声かけから配布まで
スムーズに行えるようになりました。そのチラ
シに見事な挿絵を書いたのは、１年生のある生
徒です。厚高生の自発的な取り組みが、多くの
共感を集めました。
ＳＮＳでは、多くの方におにぎりアクション
へ参加していただきました。活動終了後の生徒
アンケートでは、来年もやりたいとの声が多く
寄せられました。来年は、更にバージョンアッ
プした活動にご期待ください。

教育魅力化支援員　川嶋圭

おにぎりプロジェクト

オリジナルおにぎりの完売を喜ぶ厚髙
生

職場体験学習

インターンシップ（林業体験）

見学旅行
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